
　　　　

令和７ 年 2 月 1 日

10 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・花見・水あそび・外出支援・買い物体験・工場見学・防災学習体験・ハロウィン・クリスマス会・初詣等

（別添資料１）

家族支援

・ご家庭内でのお困りごとに対して、日常的なコミュニケーションでヒヤリン
グを行い、事業所の中で効果的だった支援や対応などを伝達し、助言をさせて
いただきます。そのうえで、必要に応じて面談の機会等を設定し、保護者様が
少しでも安心できる環境を整備します。

移行支援

・必要に応じて学校を訪問し、将来の移行に向けて苦手なことや得意なこ
と、日々の様子について情報共有し本児とのかかわりについて具体的に示
していきます。
・地域社会での生活に移行して行くことができるよう、関係機関連携を進
めます。

地域支援・地域連携

・連携会議等の関係機関と密に情報共有を行い、情報収集や役割分担について
協議していきます。
・各関係機関からの情報に基づき、具体的な場面での本児とのかかわり方の提
案や今後の支援について助言を行っていきます。

職員の質の向上

・虐待防止、権利擁護研修　・BCP(感染症・災害)研修　・普通救命講習
会　職員会議

支　援　内　容

・手洗い、うがい、検温(健康状態のチェック)で健康への意識を育みます。
・手作りおやつや野菜、植物栽培などの取り組みにより「食」への関心を育む支援を行います。
・衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的技能を獲得で知るよう支援を行います。
・一人ひとりの特性に配慮し、時間や空間をお子さまに分かりやすように構造化します。

・トランポリン、バランスボール、マット等を用いたサーキット運動を行います。
・ビジョントレーニング(①眼球運動②空間認知③目と体の協応)を取り入れた学習、運動を行います。
・指先の運動(洗濯ばさみ、ボタン掛け、お箸、運筆等)を個別療育で行います。
・体操、工作(創作活動)、外遊び(公園、アスレチック)を集団プログラムの軸として企画・ご提供します。

本
人
支
援

・数量、形の大きさ、色の違い等の習得のための支援を行います。
・絵カードやタイムタイマー等、視覚的な要素を取り入れながら時間や数の概念の理解を促進します。
・やるべき行動をお子さまにあった情報(行動見本、絵、写真)で伝えます。

・一人ひとりの特性に応じた読み書き能力の向上のための支援を行います。
・人に対して要求が必要な場面を設定し、「おねがい」「してください」などの要求のコミュニケーションを育てます。
・お子さま方が発表できる場(帰りの会等)で具体的な物事や体験と言葉の意味を結び付ける等により、体系的な言語の習得、自発的な発声を促す支援を行います。

・公共の場への外出支援を通して「皆と一緒に行動する」「ルールやマナーを守って行動する」「地域で生活する」ことを目的として、社会性の発達を支援します。
・小さな成功体験を積み重ね、褒めることを中心とした支援を行います。
・ソーシャルスキルトレーニング(自分の感情を適切に表現する練習、相手の気持ちを理解する練習等)を行います。

支援方針 お子さまの「笑顔」を大切に「自立」につながる療育

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 質の良い生活・豊かな生活を支える児童療育を。

事業所名 児童デイサービス・発達ラボ春日部教室 作成日支援プログラム


